





















Didattica della lingua con la focalizzazione sullo sviluppo 
prioritario della capacità communicativa ed ascoltativa degli 
studenti giapponesi ed aiutare a sviluppare il loro potenziale 
entusiasmo
アナスター ジャ・ブンドック	 桑原恒和


















































































A; Cosa sai fare molto bene e puoi farlo adesso?



































































































































































　Mi piace la pizza. 私はピッツァ（名詞・単数）が好きだ。
　Mi piace mangiare e cucinare.　私は食べる事（動詞）と料理する事（動詞）
が好きだ。





















































































　Quel libro l’ho letto ieri. 私はその本（男性名詞・単数＝ lo→ l’）を昨日読ん
だ。
　Maria l’ho vista stamattina. 私はマリーア（女性名詞＝ la→ l’）を今朝、見か
けた。
　Quei libri li ho letti ieri.　私はそれらの本（男性名詞・複数＝ liはそのまま）
を昨日読んだ。
　Maria e Chiara le ho viste stamattina.　私はマリーアとキアーラ（女性名詞・
複数＝ leもそのまま）を今朝、見かけた。













　Ti amerÒ‌per sempre.（私は君を永遠に愛する）やCon te partirÒ.（私は君と
一緒に旅立つ）などであり、もう一つの面白い点は複合未来形が未来と言い
ながらも過去の行為の憶測にも使えるという点である。例えば
　A quest’ora Sofia sarà tornata a casa.（この時間、ソフィアは家に帰ったであ
ろう）となる事である。
　イタリア語中級クラス2期のスタートはやはり1期の復習から始まり、次に
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条件法へと向かう。それは主に実現可能な願望を言う場合や物事を丁寧に頼
む時に使う単純条件法（もしくは条件法・現在）と実現不可能な願望を言う
場合や動作の結末が不明な過去未来、物事を丁寧に断る（婉曲表現）等で使
う複合条件法（もしくは条件法・過去）を学ぶ事である（それらを学生は桑
原恒和が担当するイタリア語上級クラスにおいても接続詞 seを使う仮定文
において、或いは接続詞che以前の主節で用いられ、che以下の従属節におけ
る接続法・半過去や大過去と共に学び直し、それらの文章からその用法を改
めて学生達に実感させる事となる）。そして上記の条件法どちらも憶測や仮
定を言う場面などにも使う事を理解させる。ここでも条件法・現在と1期で
学んだ直説法・未来との話す内容の確実性の違いについてを解説し、物事を
頼む場面での会話演習においては直説法・現在で話すと相手に対してぶっき
らぼうな、命令調のような印象を与えるのに対して、この条件法では話す相
手に断る間を与えるような、語調緩和のセンスを持つ事を学生達に伝え、日
本語の謙譲のような、柔らかい言い方に相当し、イタリア語における最も丁
寧な言い方であるとも紹介する（しかしどの場面においても使えるというも
のではなく、普遍的もしくは確実な事を言う場合や話者の強い意思を伝えた
りする場合にはやはり直説法・現在を使う事もここで解説する）。このレベル
の会話演習になると、筆者はそれを小劇場と呼べる程、願望や憶測を言う他
に、仮定する、丁寧に物事を頼む、他人にアドバイスを与えるというように
学生達の会話のバリエーションがぐんと増え、学生自身のオリジナリティも
出せるようになる事と、役割の設定も複雑になり、言葉だけでなく、感情ま
でをも伴って演習出来る事から、筆者はその文章全体の抑揚や然るべきジェ
スチャー等を細かく指導する事となる。そしてこの時点を過ぎると学生達
は、イタリア語で話す事に自信と勇気を持つようになっているものである。
そして条件法の次は直説法・半過去とその複合時制である大過去形へと向か
う（それは文中において過去の動作が現在から見て二段階となる場合、この
大過去形は近過去形、半過去形、時には遠過去形と共に用いられ、これらの
時制の動詞以前の過去の動作を表し、もし大過去形単独で用いられる場合は
誰がどう見ても昔の話、つまり周知の事実としての過去の動作として用いら
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れる）。この段階における直説法・近過去と半過去の違いについての解説と
しては、近過去形は動作が確実に完了している事からその行為があったとい
う事実
4 4
を伝えるものであるのに対して、半過去形はある時点において動作が
完了していない、途中だったと言う状態
4 4
こそを伝えるものであるという点を
理解させる事となるが、一般的にはその使い分けが難しいと言われる箇所で
もある。その為、授業においては図式を伴った丁寧な解説と多くの例文を提
示してその構造を解説する。それは恐らくイタリア語学習において最もドラ
マチックな箇所であり、この文法事項を時間をかけて、納得のいくまで学べ
るという環境はとても貴重なものだと時間の限られた社会人に教える講座も
多く持つ筆者は実感している。次に理由や原因、同時進行などを表すジェル
ンディオ・現在と過去についてと、動作の進行形“～している最中”を表す
（動詞 stare＋ -ando,-endo）やその動作に移る手前“～しかかっている”を表
す（動詞 stare＋前置詞per＋不定詞）という二つの文法事項を学んだ後、命
令法へと進む。それは三人称単数・複数の活用変化を持つ間接命令法とそれ
以外の人称による直接命令法についてと、“～してはいけない”などの否定の
命令を理解する事であり、その要点としては間接命令法の三人称単数の活用
変化の型がやはり桑原恒和が担当するイタリア語上級クラスで学ぶ、主に主
観的な意見を述べる等の文において、接続詞che以下の従属節で使われる接
続法・現在の一人称単数から三人称単数までの活用変化の型と同形である事
から、学生達を特にその活用変化に慣れさせるようにする事と、特定の動詞
の不規則な活用変化（例えば二人称単数で動詞andareはva’、dareはda’とな
る事など）、そしてその不規則な活用変化＋代名詞においては、その代名詞の
イニシャルである子音が二重になる事などを指摘する。例えばVacci!　君、そ
こ（ci）へ行け！やDammi!　君、私に（mi）頂戴！などの多くの例文を紹介
し、音からも、スペルからもそれに慣れさせるようにする事である。又、見
落としがちな再帰動詞における命令法の活用変化も日常生活でよく使われる
動詞による例文と応用会話を通して自然に身に付けるようにする。そして最
後に直説法・遠過去と比較級（優等・同等・劣等比較、絶対最上級と相対最
上級）、様々な関係代名詞（前置詞＋cuiや定冠詞＋quale等）の用法につい
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てを学び、定期試験となる。
まとめ
　筆者が名古屋外国語大学で担当する複言語プログラム・イタリア語初級と
中級クラスは以上のような流れで合計2年間の課程を進めていく。そして筆
者は授業担当者として中級クラスⅡ期の最後の授業の終わり30分間を、学生
達が筆者に対しイタリア語で質問する時間としている。質問の内容は学生達
に自由に設定させている。例えばイタリア語の学習に関する事でも、個人的
な問題に対してのアドバイスを請うでも構わない、質問される筆者は時には
赤面したり、答えに苦慮する事もあるが、こうした機会を設ける事によって
普段の授業とは立場が逆転し、学生達とより一層の信頼関係が築ける事を筆
者はいつも実感している。
